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事業所及び代表者氏名 株式会社　サクライ

代表取締役 栁澤　良雄

事業所所在地 長野市若穂綿内5655-5

事業創立年
資本金 ３，０００万円

環境管理責任者氏名 佐藤　弘明

事務局担当者 久保照子
担当者連絡先 ＴＥＬ 026-219-3242

ＦＡＸ 026-219-3243
E-mail :  sakurai-mamejima@nifty.com

事業内容 警備業務 交通誘導警備全般、各種施設警備、

保安警備

許可番号 第３４５号（H31 .4.8～R6.4.7)

１号、２号警備

建設業許可 長野県知事許可 (般）20-022724

土木,とび土工、舗装、水道、しゅんせつ等

事業の規模  

活動規模 単位 ２０１９年 ２０２０年 ２０２1年

売上高 百万円 48 59 44

従業員 人 9 9 9

床面積 58.32㎡ 58.32㎡ 58.32㎡

敷地面積 85.00㎡ 85.00㎡ 85.00㎡

事業年度期間 2019.10.1-2020.9.30 2020.10.1-2021.9.30 2021.10.1-2022.9.30

２０２１年度までは、移転前の床面積を表示しています。

認証範囲
組織名 株式会社　サクライ
事業所 本社
事業活動 警備業

事業概要
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組織図

役割・責任・権限

〇　代表者

・　EA２１システムの統括

・　環境経営方針の策定

・　実施体制の構築

・　全体の評価と見直し

〇　環境管理責任者

・　EA２１システムの構築・運用

・　上記状況の代表者への報告

〇　事務局

・　環境管理責任者の補佐

〇　各部門長

・　各部門に関連する活動計画の実行等EA２１システムの統括

〇　社員

・　環境経営方針や各自の役割を理解し、環境活動に取り組む

作業員

EA事務局・総務

土木事業部

土木部長

警備事業部

佐藤　弘明

代表者

代表取締役

栁澤　良雄

環境管理責任者

警備部長

警備員



環境理念

株式会社サクライは、警備業、土木工事の事業活動を通じて、社員全員で

我々自身が環境の一部に過ぎない謙虚をもち、環境について学びを

深め、配慮し、継続的に社会に貢献していくことを理念とする。

環境方針

当社の環境理念に基づき、事業活動において環境への影響を抑制し

環境負荷の削減等を推進するために以下の事項について自主的に、

取り組みます。

1 環境関連法令を遵守します。

2 次の環境活動を計画的に取り組みます。

・　環境に配慮した警備業務を推進します。

・　使用エネルギー（電気、化石燃料・水等）の適正把握と節減に努めます。

・　事業活動に伴う廃棄に関し、分別を実施することにより、リサイクルを

　　　推進し、廃棄物の削減に努めます。

・　環境活動の社会貢献を推進します。

・　社内勉強会を実施し、社員の意識向上を図ります。

3 環境経営リポートを作成し、環境への取り組み状況を全社員に周知させ

一般にも公表します。

2023年5月1日

代表取締役　栁澤　良雄

環境経営方針



SDGｓの達成に向けた取り組み

持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成に向けた取り組み

株式会社サクライは、持続可能な開発目標（SDGｓ）に賛同し、環境、社会、経済の

３側面から活動を行っていきます。

環境経営目標　２０２３年～２０２５年（基準は２０２２年度）

環境方針 目標項目 2023年度 2024年度 2025年度

環境に配慮した警備業・土木
工事業の推進

電気消費量の削減
（ｋWh）

1％削減 1％削減 1％削減

ガソリン削減（ℓ） 1％削減 1％削減 1％削減

水道水の削減（㎥）＊ 1％削減 1％削減 1％削減

廃棄物のリサイクルと削減 分別・把握

環境活動の社会貢献を推進し
ます。

清掃活動 本社1回/年 現場1回/年 現場1回/年

＊　新事務所へ移転のため、初年度は把握とする。

使用エネルギー（電気、化石
燃料・水等）の適正把握と節
減に努めます。

適正処理

使用製品の長寿化
環境配慮製品の使用



（１）　目標

　第１期は２０１９年から２０２２年の過去3ヵ年間の数値を基に活動目標に掲げた各項目

について目標値を定め、行動計画に沿って活動します。　

　第１期の対象期間は2023年5月から7月の3ヶ月を試行期間とし、過去3ヵ年の各該当年の

平均値と同対象期間の実績の平均値を対比して評価をします。

〇　エネルギー投入量の目標値は過去3ヵ年における各対象月の把握を目標とする。

   （本社移転のため）

〇　電気、化石燃料、水の消費量及びエネルギー排出量の監視及び削減。

〇　水は事務所での水使用量の監視及び漏水の確認を行い節水する

〇　廃棄物は本社事務所から排出される一般廃棄物は分別を徹底しリサイクル化をすすめる。

　（初年度は把握）

〇　法規制等の順守については、法規制順守のチェック、監視測定としての日常管理、

　　環境・安全面を現場巡視で監視する。

〇　社内勉強会の実施による情報共有。

〇　環境活動の社会貢献（清掃活動）の実施

 環境目標とその実績　（３か月間の試行期間を含む）



試行期間の各月実績及び評価 

単位

2019年
度
5月実
績a

2020年
度
5月実績
b

2021年
度
5月実績
c

合計
a+b＋c
÷３平
均

2023年５
月度目標 実績 評価

電力

使用量 kwh 96 140 159 395 132 132 262 X

CO２排出量 kg 36 53 60 150 50 50 99 X

灯油

使用量 ℓ 0 0 0 0 0 0 〇

CO２排出量 kg 0 0 0 0 0 0 〇

ガソリン 0

使用量 ℓ 63 93 109 265 88 88 90 X

CO２排出量 kg 146 216 254 617 206 206 209 X

水資源

使用量 ㎥ 0 0 0 0 0 0.0 13.0 X

一般廃棄物 その他可燃ごみ

使用量 kg 0 0 0 0 0 0 1 X

＊　CO2排出係数　2020年　中部電力ミライズ（株）　二酸化炭素調整後排出係数　0.379　使用

●　試行期間については、目標値は過去3年間の平均値とする。

5月度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達成○　未達成×



試行期間の各月実績及び評価

単位

2019年
度
６月実績
a

2020年
度
６月実
績b

2021年
度
６月実績
c

合計
a+b＋c
÷３平
均

2023年６
月度目標 実績 評価

電力

使用量 kwh 75 62 100 237 79 79 191 X

CO２排出量 kg 28 23 37 88 29 29 72 X

灯油

使用量 ℓ 0 0 0 0 0 0 〇

CO２排出量 kg 0 0 0 0 0 0 〇

ガソリン 0

使用量 ℓ 156 157 124 437 146 146 119 〇

CO２排出量 kg 362 365 289 1,016 339 339 276 〇

水資源

使用量 ㎥ 1 1 1 3 1 1 0 〇

一般廃棄物 その他可燃ごみ

使用量 kg 0 0 0 0 0 0 0 〇

＊　CO2排出係数　2020年　中部電力ミライズ（株）　二酸化炭素調整後排出係数　0.379　使用

●　試行期間については、目標値は過去3年間の平均値とする。

６月度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達成○　未達成×



試行期間の各月実績及び評価

単位

2019年
度
７月実績
a

2020年
度
７月実
績b

2021年
度
７月実績
c

合計
a+b＋c
÷３平
均

2023年７
月度目標 実績 評価

電力

使用量 kwh 96 172 220 488 163 163 250 X

CO２排出量 kg 36 65 83 184 61 61 95 X

灯油

使用量 ℓ 0 0 0 0 0 0 〇

CO２排出量 kg 0 0 0 0 0 0 〇

ガソリン 0

使用量 ℓ 126 126 160 412 137 137 96 〇

CO２排出量 kg 293 294 373 960 320 320 224 〇

水資源

使用量 ㎥ 0 0 0 0 0 0 1 X

一般廃棄物 その他可燃ごみ

使用量 kg 0 0 0 0 0 0 0 〇

＊　CO2排出係数　2020年　中部電力ミライズ（株）　二酸化炭素調整後排出係数　0.379　使用

●　試行期間については、目標値は過去3年間の平均値とする。

７月度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達成○　未達成×



　短期及び中期計画

　 単位

２０１９
年度
a

２０２０
年度
b

２０２１
年度
c ３年合計

a+b＋c÷３

平均
2023年
度目標

2024年度
目標

2025年度目
標

電力

使用量 kwh 973 1,754 2,527 5,254 1,751 1%減 前年比１％減 前年比１％減

CO２排出量＊ kg 369 665 957 1,991 664

灯油

使用量 ℓ 396 270 288 954 318 1%減 前年比１％減 前年比１％減

CO２排出量 kg 986 672 717 2,375 792

ガソリン

使用量 ℓ 1,720 1,675 1,803 5,198 1,733 1%減 前年比１％減 前年比１％減

CO２排出量 kg 3,992 3,888 4,184 12,064 4,021

水資源

使用量 立方㍍ 3 10 6 19 6 1%減 前年比１％減 前年比１％減

一般廃棄
物 その他可燃ごみ

ｋｇ 0.0 0.00 0.00 0 0 1%減 前年比１％減 前年比１％減

＊　CO2排出係数　2020年　中部電力ミライズ（株）　二酸化炭素調整後排出係数　0.379　使用



 環境活動計画の実施（試行期間）の結果

電気使用量
削減

照明・電気・OA機器は使用し
ないときはスイッチを切る。

毎日実施 〇

現場・社屋で実施 社屋の防火訓練 １０月２日実施 〇

毎日実施 アイドリングストップ 遵守 〇

節水 事務所利用水の節
水

節水ラベルの貼り付け
使用量から漏水を確認

実施 〇

分別 ゴミの分別をする
分別箱の設置、反故紙箱
の設置

〇

両面印刷・両面コピー コピー用紙購入量の把握 〇

裏紙の再利用 反故紙箱の設置 〇

環境活動の
社会貢献の
推進

環境活動の実施 最低年1回 ボランティアによる道路清掃
７月１５日　本社周辺道路、
高速道路側道の清掃実施

〇

両面使用

評価結果取り組み

使用エネル
ギーの削減
に努める

環境目標・項目 責任者

佐藤　弘明

日程

毎日

廃棄物分
別・リサイク

ル促進



環境活動計画の実施予定　（２０２３年度）

電気使用量
削減

照明・電気・OA機器は使用しない
ときはスイッチを切る。

現場・社屋で実施 社屋の防火訓練（原則９月１日）

毎日実施 アイドリングストップ

節水 事務所利用水の節
水

節水ラベルの貼り付け
使用量から漏水を確認

分別 ゴミの分別をする

両面印刷・両面コピー

裏紙の再利用

環境活動の
社会貢献の
推進

環境活動の実施 最低年1回 ボランティアによる道路清掃

両面使用

環境目標・項目 取り組み 結果 評価

使用エネル
ギーの削減
に努める

責任者 日程

佐藤　弘明

毎日

廃棄物分
別・リサイク

ル促進



環境関連法規等の違反、訴訟の有無及び環境コミュニケーション

〇　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

管理責任者が中心となり法規制等の順守状況についてチェックを行い、創業以来、
２０２３年７月現在までは問題のないことを確認しました。　また、関係当局より違反の
指摘は過去3年間ありません。

遵守状況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

軽油タンクの貯蔵制限と届出 遵守

灯油タンクの貯蔵制限 遵守

遵守

遵守

分別解体の届出と再資源化 遵守

逸失物法 拾得物の取り扱い

産廃処理業者との契約締結廃棄物処理法

建設リサイクル法

消防法 少量危険物貯蔵の届出

長野市火災予防条例

長野市火災予防条例

フロン排出抑制法 ３か月に１回簡易点検・記録の保存

環境関連法規 要求事項

警備業法
警備員の指導教育、毎年の監査、採用時の
適正判断

道路交通法

私人の現行犯逮捕

交通誘導全般

刑法 正当防衛、緊急避難の理解

刑事訴訟法



代表者による全体評価と見直し・指示の結果

全体評価

環境への取組は適切に
実施されているか

環境経営システムが有
効に機能しているか

見直しの結果

変更の必
要性

環境経営方針 無

環境経営目標 無

環境経営計画 無

その他環境経営システ
ムの要素

無  

　過去３年間の実績のデータを把握し、目標項目を定め、具体的な取り組み
を実施し活動に努めました。　今後も警備事業の拡大や、受注業務の諸条件
による人員の増加、車両の追加による、電力消費量、ガソリンの増加が懸念
されます。　さらなるエネルギー消費による環境負荷削減に努めるととも
に、知恵を絞っていきます。　定例会議、社内勉強会を通じて、取り組み状
況などの情報を共有し、提案・改善を行ってまいります。

経年変化の監視等、有効に機能している。

内容


